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吉見町手話言語条例【逐条解説】 

 

前文 

手話は、音声言語の日本語と異なり、手指や体の動き、表情を使って視覚的に表現

する言語です。きこえない人やきこえづらい人にとって手話は、かけがえのないもの

であり、物事を考え、お互いの意思や気持ちを伝え、理解し合い、知識を蓄え、文化

を創造するために必要不可欠なものです。 

しかしながら、手話は、長い間言語として認められず、手話を使う環境が整えられ

てこなかったことから、手話を使う人が生活していく上で、多くの不便や不安が生じ

ていました。 

こうした中、障害者の権利に関する条約や障害者基本法において、手話が言語であ

ると位置づけられ、手話に対する理解及び普及が求められています。 

吉見町民憲章にある「人権を尊重し、福祉をすすめ、住みよい町にしよう。」を実現

するためには、町民一人ひとりがそれぞれの言語を尊重し、コミュニケーションを図

ることがとても大切です。  

ここに、私たちは、手話に対する理解を深め、これを広く普及するとともに、手話

を使う人が安心して日常生活を送ることができる環境を整え、もって全ての町民が共

に生きる地域社会を実現するため、この条例を制定します。 

 

【解説】 

 前文では、本条例を制定するに至った経緯及び趣旨を説明しています。 

 平成１８年の国際連合総会で採択された「障害者の権利に関する条約」において、

言語に手話を含むことが明記されました。 

また、わが国においても平成２３年に「障害者基本法」が改正され、言語に手話を

含むことが明記されました。 

 このような状況を踏まえ、手話は言語であるとの認識に基づき、手話に対する理解

を深め、これを広く普及するとともに、手話を使う人が安心して日常生活を送ること

ができる環境を整え、全ての町民が共に生きる地域社会を実現するため、この条例を

制定するものです。 

 

（目的） 

第１条 この条例は、手話に対する理解の促進及び手話の普及並びに手話を使いやす

い環境の整備に関し基本理念を定め、町の責務並びに町民及び事業者の役割を明ら

かにするとともに、手話に関する施策を推進するための基本的事項を定めることに

より、全ての町民が共に生きる地域社会の実現に寄与することを目的とする。 
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【解説】 

 条例の目的を定めています。 

 手話に対する基本理念を定め、町の責務と町民及び事業者の役割を明らかにしなが

ら、手話に関する施策を推進することにより、全ての町民が共に生きる地域社会を  

実現することを目的としています。 

 

 

（基本理念) 

第２条 手話に対する理解の促進及び手話の普及並びに手話を使いやすい環境の整備

は、手話が言語であるとの認識に基づき、町民に必要な言語として尊重されること

を基本に行わなければならない。 

 

【解説】 

 手話に対する理解の促進及び手話の普及並びに手話を使いやすい環境の整備を行う

にあたっての基本理念を定めています。 

本条では、手話が言語であるとの認識に基づき、町民に手話が必要な言語として  

尊重されることを基本理念と定めています。 

 

 

（町の責務） 

第３条 町は、前条に規定する基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、手

話に対する理解の促進及び手話の普及並びに手話を使いやすい環境の整備を行うた

めに必要な手話に関する施策を定め推進するものとする。 

 

【解説】 

 町の責務について定めています。 

 町は、基本理念に基づき、手話に関する必要な施策を実施する責務を有することを

明らかにしています。 

 

 

（町民の役割) 

第４条 町民は、基本理念に対する理解を深めるとともに、町が推進する手話に関す

る施策に協力するよう努めるものとする。 

 

【解説】 

 町民の役割について定めています。 

 町民に対し、手話に対する正しい理解を深めるとともに、町が推進する手話に関す

る施策への協力を求めています。 
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(事業者の役割) 

第５条 事業者は、基本理念に対する理解を深めるとともに、手話を使う人が利用し

やすいサービスを提供し、働きやすい環境を整備するよう努めるものとする。 

 

【解説】 

 事業者の基本的な役割について定めています。 

 事業者に対し、手話に対する理解を深めるとともに、手話を使う人が利用しやすい

サービスの提供及び手話を使う人が働きやすい環境を整備するため、必要な措置を講

じるよう求めています。 

 

 

 (推進方針) 

第６条 町は、次に掲げる手話に関する施策を推進するための方針（以下「推進方針」

という。）を策定するものとする。 

（１） 手話の理解及び普及に関すること。 

（２） 手話による情報の取得及び手話を使いやすい環境づくりに関すること。 

（３） 手話による意思疎通の支援に関すること。 

（４） その他町長が必要と認める事項 

２ 町は、町が別に定める障がい者に関する計画を勘案して推進方針を策定するもの

とする。 

３ 町は、第１項各号に掲げる施策の推進に当たり、手話を使う人その他の関係者の

意見を聴くよう努めるものとする。 

 

【解説】 

 町が策定する手話に関する施策を推進するための方針について、基本事項を定めて

います。 

 

 

 第１項では、第３条で規定する町の責務に従って、手話に関する施策を推進する  

ための方針を策定することを定めています。 

 

第２項では、推進方針は、町が定める障がい者に関する計画（地域福祉計画、障害

者計画、障害福祉計画、障害児福祉計画）を踏まえ策定することとしています。 

 

第３項では、手話に関する施策の推進に当たっては、手話を使う人及びその他の  

関係者（手話サークル、手話通訳者、学識経験者、埼玉県聴覚障害者協会など）の   

意見を聴くこととしています。 
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(財政上の措置) 

第７条 町は、手話に関する施策を推進するために必要な財政上の措置を講ずるよう

努めるものとする。 

 

【解説】 

 財政措置について定めています。 

 町は、手話に関する施策を推進するために必要な財政上の措置（予算措置）を講ず

るよう努めることを定めています。 

 

 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

【解説】 

 議会における議決等、必要な手続きを経て、施行日を定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 


